
お母さん 
 

                          平居謙 

 

  

若いお母さんが 

3つくらいの女の子を 

あやしている 

 

路面電車は揺れて 

Noiseだらけ 

 

なあ、ほんまなん？お母さん 

お母さんもなん？ほんまなん？ 

 

そんなことを女の子は泣きそうな声で 

訊き続けている 

 

人間は、年を取るごとに 

心が醜くなってゆくのよ 

最後には 

鬼みたいになって 

牙が生えてきて死ぬのよ 

 

母親は 

そんなことを言ったのだろうか 

 

まさかね     

 

車掌の声が 

無闇に大きくなって 

おれは耳を塞いだのだ 

（もしくは、 

心の耳とも言えなくはない） 

 



ぎぎぎ 

 

電車は何かを巻き込んで 

それっきり 

何も 

 


